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１ 計画策定にあたって 
 

 

計画策定の趣旨 
 

近年のＩＣＴ（情報通信技術）の進展は著しく、日常生活において欠かすことのできない存在とな

っています。また、ＡＩやＩｏＴをはじめとしたテクノロジーの急速な進展とともに、ビッグデータ

やオープンデータといった新たな情報（データ）を活用した取り組みも行われ、経済活動にも大きな

変化がみられるようになってきています。 

本市の政策を定める最上位計画である第７次総合計画の後期計画が令和２年度から始まります。併

せて、情報化計画も第３次計画が令和元年度を以て終了することから、計画を見直し、「第４次多治見

市情報化計画」を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の期間 

年度 令和元年度 ２年度 3 年度 4 年度 5 年度 

総合計画   

 
前期基本計画（4 年間） 

 

見直し 

    

後期基本計画（4 年間） 
     

見直し 

情報化計画（４年間） 
 

見直し 

    

見直し 

  

安心して子育て・子育ちするまちづくり 

健康で元気に暮らせるまちづくり 

５つの政策の柱 

計画期間：平成 28－令和 5 年度 

令和元年度改訂 
にぎわいと活力のあるまちづくり 

20 年 30 年先を見据えた長期ビジョン 

～次世代に引き継ぐ「多治見らしさ」～ 

安全・安心で快適に暮らせるまちづくり 

市民が互いに助け合い学び合うまちづくり 

個別計画 

 第４次多治見市情報化計画 

関連計画 

行政改革大綱・地域防災計画・環境基本計画 

個別計画 

第７次多治見市総合計画 
まちづくりの基本方針 

『共につくる。まるごと元気！多治見』 



 

 

 

２ 情報化の動向 
 

 

国における情報化施策の動向 

 

（１）Society
ソ サ イ エ テ ィ

 5.0 とは 

Society 5.0では、膨大なビッグデータを人間の能力を超えたＡＩが解析し、その結果がロボ

ットなどを通して人間にフィードバックされることで、これまでには出来なかった新たな価値が

産業や社会にもたらされることになります。その上で経済発展と社会的課題の解決を両立してい

く新たな社会を目指していきます。 

 

（２）第５世代移動通信システム（5th Generation＝５Ｇ）の活用 

５Ｇでは高速化を実現するとともに、「多数同時接続」「超低遅延」といった特徴を持っていま

す。５Ｇはあらゆるモノ・人などが繋がるＩｏＴ時代の新たなコミュニケーションツールとして

の役割を果たすこととなります。 

 

（３）ＡＩ（人工知能）の活用 

ＡＩとは記憶や学習、推測や判断など、人間の脳ができることをコンピューターに肩代わりさ

せる技術のことです。ＡＩ技術を活用した業務サービスの提供は、様々な民間企業において開始

されていますが、企業だけでなく行政の分野においても、ＡＩは活躍の場を広げつつあります。 

 

（４）ＲＰＡ(ﾛﾎﾞﾃｨｯｸ・ﾌﾟﾛｾｽ・ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ）の活用 

ＲＰＡはこれまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフトウェアのロボットにより

自動化するものです。様々な場面でＲＰＡが導入されることで、生産性の向上が期待されていま

す。 

 

（５）テレワークの推進 

テレワークは、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用して、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働

き方を可能にするものであり、就業者のワーク・ライフ・バランスの実現や、企業の生産性向上

に貢献するものと期待されています。 

 

（６）マイナンバーカードの普及と利活用推進 

マイナンバーカードは国民一人ひとりが持つ 12 桁の番号等が記録されたカードのことで、個

人番号を証明する書類としてだけではなく、本人確認の際の公的な身分証明書として利用するこ

とができ、様々な行政サービスなどを受けることができます。 

安全・安心で利便性の高いデジタル社会の基盤であるマイナンバーカードの利便性の向上を図

るとともに、マイナンバーカードの利活用を推進していく取り組みが進められています。 

  



 

 

 

３  
 

 

 

多治見市の現状 
 

（１）人口の推移 

 

本市の人口は、平成 12 年をピークに減少

傾向にあり、平成 27 年では 110,441 人とな

っています。 

０～14 歳や 15～64 歳は減少傾向にあるの

に対し、65歳以上人口は増加傾向にあり、平

成 27年は 30,728人（27.8％）となっていま

す。 

 

（２）人口の増減 

 

人口の増減をみると、人口減の状態が続い

ており、平成 25 年以降は毎年 700 人以上の

人口減少が続いています。 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート調査結果のまとめ 
 

（１）情報収集の手段等について 

① 情報の入手先 

 

普段、情報を入手する手段は、「テレビ」が

最も高く、次いで「スマートフォン」「新聞」

の順になっています。パソコンやタブレット

端末などからの情報収集は１割にも満たな

い状況にあり、比較的少なくなっています。 
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② 行政に関する情報の入手先 

 

行政に関する情報の入手先は世代を問わ

ず「広報たじみ(Tajimist)」が最も高くなっ

ています。 

年齢別でみると、年代にかかわらず「広報

たじみ（Tajimist）」が最も高く、30 歳代以

上ではどの年代でも５割以上となっていま

す。 

 

 

（２）多治見市の情報化施策について 

① 重要な情報発信・情報提供の分野      ② 市が力を入れるべき情報分野の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、重要と考える情報発信・情報提供の分野は、「医療・健康」「福祉・介護」がともに５割を

超えて高くなっています。また、これらに続くのが「防災」「防犯」となっており、市が力をいれる

べき情報分野の施策においても「防災情報をプッシュ通知で配信する」が 28.6％と最も高くなって

います。 

※多治見市情報化に関するアンケート調査より（令和元年９月実施） 

 

 

第３次情報化計画事業の実施状況及び総括 

（平成 29年度～令和元年度） 

（１）第３次情報化計画の総括 
 

 第３次計画の実施状況とアンケート結果から、次のことを次期計画への課題として捉えました。 

 

ア．災害発生前及び発生時の情報伝達の多重化 

イ．市民に対する正しい知識の周知・啓発、高齢者に対する情報提供の拡充 

ウ．ホームページの周知と情報鮮度とアクセシビリティの確保 

エ．ＳＮＳ等の情報発信媒体の周知と適切な情報発信媒体の選択 

オ．マイナンバーの利活用のための情報収集 

カ．ソーシャルエンジニアリング等に対する職員の意識の向上 

キ．職員の情報リテラシー、ＰＣスキル向上 

ク．ＡＩ（人工知能）、ＲＰＡ（ﾛﾎﾞﾃｨｯｸ･ﾌﾟﾛｾｽ･ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ）の活用による市の業務効率化の検討 
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４ 計画の内容 
 

 

基本方針 

 

 

近年、進行し続ける少子化・高齢化による人口減少と自然災害等の激甚化を踏まえ、「元気」なまち

を実現していくために、市民の「安全・安心」を守り、豊かさを感じられるような取り組みを中心に、

効果的な事業の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策～施策の柱～ 
 

第４次多治見市情報化計画では、基本方針の実現に向け、４つの柱を掲げて進めていきます。 

 

 

平常時から防災・防犯に対する意識を高く持ちながら、情報通信技術の活用や情報共有体制の強化

を図り、緊急時に強く、安全・安心なまちをつくります。 

 

 

にぎわいと活力をまちに生み出すため、情報通信技術を積極的に活用し、本市の魅力を高め、発信

していきます。 

 

 

市民が使いやすく、便利で、わかりやすい行政サービスを提供していきます。 

 

 

セキュリティ対策や人財育成を通じて行政基盤の強化を図るとともに、情報通信技術を活用した効

率化を進め、利便性向上と行政コストの削減を図ります。  

(１) 安全・安心に寄与する情報化 

(２) 魅力を高めにぎわいと活力を創出する情報化 

(３) 市民サービスを充実させる情報化 

(４) 行政運営の基盤を支える情報化 

行政運営の基盤の強化 

情報通信技術 市民ニーズ まちの活力 

安全・安心 にぎわい 便利 

安全・安心で豊かさを感じる多治見の情報化 



 

 

実施施策 
 

第４次多治見市情報化計画では、基本施策を実現するための具体的な施策として 3８の実施施策に取り

組んでいきます。基本施策ごとの実施施策は、次のとおりです。 

 

凡例 

 既に実施している取組みについて、維持向上を図る。 

 既に実施している取組みについて、新たな展開を進める。 

 第４次多治見市情報化計画での新たな取組み。 

 

（１）安全・安心に寄与する情報化 

① 防災情報伝達の多重化（戸別受信機・防災アプリ導入関連）に関す

る取組み 総合計画 
企画防災課  

② 避難行動要支援者に係るシステムの運用 総合計画 
企画防災課 
高齢福祉課  

③ 被災者支援システムの運用 企画防災課  

④ 防災ライブカメラの維持・運用 総合計画 企画防災課  

⑤ 防犯カメラの設置に関する取組み 総合計画 
企画防災課 
くらし人権課  

⑥ 避難所において求められる環境整備（短期）の検討 
企画防災課 
福祉課  

⑦ 避難所の環境整備（長期：通信環境の整備） 
企画防災課 
福祉課  

⑧ ＱＲコードを利用した認知症高齢者にやさしいまちづくりの推進 高齢福祉課  

⑨ 情報セキュリティ・リテラシーなどの教育（子ども、保護者） 

教育総務課 
教育研究所 
情報課 

くらし人権課 

 

⑩ ＬＩＮＥ（ＳＮＳ）を活用した健康や検診案内情報の発信 保健センター  

 

（２）魅力を高めにぎわいと活力を創出する情報化 

① 公聴広報におけるＳＮＳの活用 総合計画 秘書広報課  

② 公聴広報におけるバリアフリーの推進 
秘書広報課 
福祉課  

③ スマートフォンアプリなど携帯端末に向けた市政情報の提供 
秘書広報課 
企画防災課  

④ ＳＮＳによる陶磁器意匠研究所の情報発信 意匠研究所  

⑤ 観光拠点における Wi-Fi 環境の整備 産業観光課  

⑥ スマートフォンなどの携帯端末向けのアプリやＳＮＳなどを活用

した継続的な観光情報の提供 総合計画 
産業観光課  

⑦ わかりやすい公共交通情報（バス情報）の提供 都市政策課  

⑧ 教育施設における情報通信設備（学校 ICT）の強化 総合計画 教育総務課  

⑨ 地域におけるＩＣＴ講座の開催（人財育成） 情報課  

  



 

 

 

（３）市民サービスを充実させる情報化 

① 公共施設予約システムの更新 文化ｽﾎﾟｰﾂ課  

② 市議会委員会インターネット配信の検討 議会事務局  

③ マイナンバーカードを活用したサービスの検討 総合計画 
情報課 
市民課 

企画防災課 
 

 

（４）行政運営の基盤を支える情報化  

① 庁内セキュリティ教育の推進 情報課  

② 庁内情報システムの更新業務 総合計画 情報課  

③ 庁内情報システムの評価 総合計画 情報課  

④ 調達・構築・管理に係るガイドラインの検討 総合計画 情報課  

⑤ ICT-BCP《初動版》の運用 情報課  

⑥ 情報リテラシー（PC スキル）の向上 
人事課 
情報課  

⑦ 公有財産管理システムのサーバ更新 総務課  

⑧ 教職員校務システムの更新 総合計画 教育総務課  

⑨ 保育業務支援システム導入による保育業務の効率化 子ども支援課  

⑩ 次期認証基盤システム、基幹系業務システムのあり方の検討 

                           総合計画 
情報課  

⑪ AI、RPA の活用による業務効率化の検討 総合計画 
企画防災課 
情報課  

⑫ タブレット端末等の活用による業務効率化の研究 情報課  

⑬ ネットワーク管理体制の強化 総合計画 情報課  

⑭ 行政手続のオンライン化等の検討 
企画防災課 
情報課  

⑮ 法務局とのオンライン化に向けた環境の整備 税務課  

⑯ 墓地台帳システムの導入 環境課  

 

 

 

 

 

 第４次多治見市情報化計画 令和２年３月 

多治見市役所 企画部 情報課 
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